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取組のポイント

事業概要
所在地　　　　神奈川県横浜市港北区綱島東一丁目及び二丁目の各一部
土地面積　　　約 27,400 ㎡
事業主体　　　横浜市、新綱島駅前地区市街地再開発組合
管理運営主体　横浜市、綱島東口街づくり検討会
主要施設　　　公共施設（綱島東線、バス乗降場、地下機械式駐輪場、新綱島駅西口（綱島方駅出入口）、
　　　　　　　雨水調整池）
　　　　　　　再開発ビル（商業・業務、住宅、市民交流施設）
事業スキーム 土地区画整理事業（市施行）、市街地再開発事業（組合施行）

鉄道整備主体（鉄道・運輸機構）と土地区画整理事業者（横浜市）との間で、土地区画整理
事業の認可以前から相互協力を行う方針を約定。
両者が協調して用地の確保と敷地の整理を行い、円滑な事業実施を実現。
また、地下の駅施設に接続する新綱島駅西口（綱島方駅出入口）を横浜市が新設するなど、
まちづくりに必要な施設整備も両者が協力して実施。

神奈川県横浜市／令和５年竣工  ・事業中　 

　新綱島駅周辺地区は、かつて温泉地で栄えたが廃業旅館など低未利用地の増加と、周辺から集中するバス・
自転車等の交通に対して道路等の基盤がぜい弱という課題を抱えた市街地で、長らく再開発を検討しながら事
業化に至っていませんでした。
　そこに東急新横浜線及び新綱島駅（新駅）の整備が決定したことにより、鉄道整備と連携した土地区画整理
事業と市街地再開発事業の一体的施行が実施され、併せて商業施設、市民交流施設、バス乗降場、機械式駐輪
場等の駅前の立地に相応しい各種施設整備がなされ、既存の綱島駅と合わせて２駅利用可能なポテンシャルの
高い交通結節点となり、地域の拠点が生み出されたプロジェクトです。
　鉄道整備主体と区画整理施行者が協調して用地の確保と敷地の整理を行い、駅と街を結ぶ地上地下の施設整
備も協力して実現したことで、地下鉄駅との結節性が高まり利便性が向上しています。
　今後についても、地区西側に隣接する都市計画決定済みの市街地再開発事業や地区東側に隣接して存在する
認定歴史的建造物の利活用とも連携するまちづくりについて関係者と検討・協議を進めており、西側隣接地区
と連絡する歩行者デッキの整備や、地区計画の方針に基づく「和モダン」の景観形成などにより、今後のさら
なる発展が期待されているものです。

横浜国際港都建設事業　新綱島駅周辺地区土地区画整理事業

（※1市街地再開発事業、※2土地区画整理事業）
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